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竹
中　

浩
教
授　
　

略
歴

昭
和
二
八
年
八
月　

岐
阜
県
岐
阜
市
に
出
生

昭
和
四
七
年
三
月　

岐
阜
県
立
岐
阜
高
等
学
校
普
通
科
卒
業

昭
和
五
二
年
三
月　

東
京
大
学
法
学
部
第
三
類
卒
業

昭
和
五
四
年
三
月　

東
京
大
学
大
学
院
法
学
政
治
学
研
究
科
修
士
課
程
修
了
（
法
学
修
士
）

昭
和
五
八
年
九
月　

東
京
大
学
大
学
院
法
学
政
治
学
研
究
科
博
士
課
程
修
了
（
法
学
博
士
）

昭
和
五
九
年
四
月　

大
阪
大
学
法
学
部
助
教
授

平
成　

七
年
九
月　

大
阪
大
学
法
学
部
教
授

平
成　

九
年
八
月　

大
阪
大
学
評
議
員
（
平
成
一
一
年
七
月
ま
で
）

平
成
一
一
月
四
月　

大
阪
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
教
授

平
成
一
六
年
四
月　

大
阪
大
学
教
育
研
究
評
議
員
（
平
成
二
〇
年
三
月
ま
で
）

平
成
二
二
年
四
月　

大
阪
大
学
教
育
研
究
評
議
員
（
平
成
二
四
年
三
月
ま
で
）

平
成
二
四
年
四
月　

大
阪
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
長
・
大
阪
大
学
法
学
部
長
（
平
成
二
八
年
三
月
ま
で
）

平
成
三
一
年
三
月　

大
阪
大
学
定
年
退
職

平
成
三
一
年
四
月　

大
阪
大
学
名
誉
教
授

平
成
三
一
年
四
月　

奈
良
大
学
教
授　

現
在
に
至
る
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主
要
著
作
目
録

Ⅰ　

著
書

（
1
）
学
術
書

『
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
政
治
秩
序
の
形
成
過
程
─
一
九
二
〇
年
代
か
ら
三
〇
年
代
へ
─
』（
共
著
）
岩
波
書
店	

昭
和
五
九
年　

三
月

E
m

pire and Society: N
ew

 A
pproaches to R

ussian H
istory. Sapporo: Slavic Research Center.

（
共
著
）	

	

平
成　

九
年　

六
月

『
近
代
ロ
シ
ア
へ
の
転
換
─
大
改
革
時
代
の
自
由
主
義
思
想
─
』（
単
著
）
東
京
大
学
出
版
会	

平
成
一
一
年
一
〇
月

『
言
葉
の
壁
を
越
え
る
─
東
ア
ジ
ア
の
国
際
理
解
と
法
─
』（
編
著
）
大
阪
大
学
出
版
会	

平
成
二
七
年　

七
月

『
日
本
型
法
治
主
義
を
超
え
て
─
行
政
の
中
の
法
の
担
い
手
と
し
て
の
法
曹
・
公
務
員
─
』（
共
著
）
大
阪
大
学
出
版
会	

平
成
三
〇
年　

三
月

『
模
索
す
る
ロ
シ
ア
帝
国
─
大
い
な
る
非
西
欧
国
家
の
一
九
世
紀
末
─
』（
単
著
）
大
阪
大
学
出
版
会�

令
和　

元
年　

九
月　

（
2
）
教
科
書
・
一
般
書
（
す
べ
て
共
著
）

『
ロ
シ
ア
近
現
代
史
─
ピ
ョ
ー
ト
ル
大
帝
か
ら
現
代
ま
で
─
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房	

平
成
一
一
年　

六
月

『
日
本
政
治
─
過
去
と
現
在
の
対
話
─
』
大
阪
大
学
出
版
会	

平
成
一
七
年
一
〇
月

『
大
学
で
学
ぶ
西
洋
史
（
近
現
代
）』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房	

平
成
二
三
年　

四
月

『
西
洋
政
治
思
想
資
料
集
』
法
政
大
学
出
版
局	

平
成
二
六
年　

九
月

『
ロ
シ
ア
の
歴
史
を
知
る
た
め
の
50
章
』
明
石
書
店	

平
成
二
八
年
一
一
月

Ⅱ　

論
文
（
す
べ
て
単
著
）

「
初
期
ス
ラ
ヴ
派
の
政
治
思
想
─
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ン
・
ア
ク
サ
ー
コ
フ
の
政
治
観
を
手
掛
り
と
し
て
─
」	

『
国
家
学
会
雑
誌
』
九
三
巻
第
七
・
八
号	

昭
和
五
五
年　

七
月

「
道
標
転
換
派
と
一
国
社
会
主
義
」『
ソ
ビ
エ
ト
史
研
究
会
報
告
第
二
集　

ス
タ
ー
リ
ン
時
代
の
国
家
と
社
会
』	

昭
和
五
九
年　

九
月
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「
ロ
シ
ア
自
由
主
義
と
ト
ク
ヴ
ィ
ル
─
チ
チ
ェ
ー
リ
ン
の
『
ア
ン
シ
ャ
ン
・
レ
ジ
ー
ム
と
フ
ラ
ン
ス
革
命
』
批
判
─
」	

『
思
想
』
七
三
三
号	

昭
和
六
〇
年　

七
月

「
ロ
シ
ア
自
由
主
義
の
形
成
過
程
（
一
）
─
『
大
改
革
』
時
代
に
お
け
る
社
会
認
識
と
制
度
論
─
」	

『
国
家
学
会
雑
誌
』
九
九
巻
五
・
六
号	

昭
和
六
一
年　

六
月

「
ロ
シ
ア
自
由
主
義
の
形
成
過
程
（
二
）
─
『
大
改
革
』
時
代
に
お
け
る
社
会
認
識
と
制
度
論
─
」『
国
家
学
会
雑
誌
』	

九
九
巻
九
・
一
〇
号	

昭
和
六
一
年
一
〇
月

「
ロ
シ
ア
自
由
主
義
の
形
成
過
程
（
三
・
完
）
─
『
大
改
革
』
時
代
に
お
け
る
社
会
認
識
と
制
度
論
─
」	

『
国
家
学
会
雑
誌
』
一
〇
〇
巻
一
・
二
号	

昭
和
六
二
年　

二
月

「
大
改
革
期
ロ
シ
ア
に
お
け
る
地
方
行
政
制
度
の
再
編
─1858-1864

年
─
」『
ス
ラ
ヴ
研
究
』
三
九
号	

平
成　

四
年

「
大
改
革
期
の
ロ
シ
ア
官
僚
制
─
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
研
究
に
お
け
る
近
年
の
動
向
─
」『
阪
大
法
学
』
四
二
巻
二
・
三
号	

	

平
成　

四
年
一
一
月

「
ロ
シ
ア
に
お
け
る
農
奴
制
の
廃
止
と
地
方
政
治
─
一
八
五
七-

一
八
六
二
年
の
ニ
ジ
ェ
ゴ
ロ
ト
県
─
」	

『
阪
大
法
学
』
四
三
巻
二
・
三
号	

平
成　

五
年
一
一
月

「
大
改
革
の
時
代
に
お
け
る
貴
族
及
び
貴
族
主
義
」『
ロ
シ
ア
史
研
究
』
五
五
号	

平
成　

六
年　

八
月

「
ソ
連
邦
の
歴
史
学
に
お
け
る
マ
ル
ク
ス
主
義
以
前
の
革
命
運
動
─
革
命
的
ナ
ロ
ー
ド
ニ
キ
主
義
と	

ロ
シ
ア
・
ア
ナ
キ
ズ
ム
の
評
価
を
め
ぐ
る
若
干
の
問
題
点
に
つ
い
て
─
」『
阪
大
法
学
』
四
四
巻
二
・
三
号	

平
成　

六
年
一
一
月

「
帝
政
期
に
お
け
る
ロ
シ
ア
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
同
化
政
策	

─
沿
バ
ル
ト
地
域
の
ロ
シ
ア
化
を
手
掛
か
り
に
し
て
─
」『
年
報
政
治
学1994

』	

平
成　

六
年
一
二
月

「
大
改
革
期
ロ
シ
ア
に
お
け
る
警
察
法
学
と
自
治
論
─
レ
シ
コ
ー
フ
の
社
会
法
論
を
手
が
か
り
に
し
て
─
」	

『
阪
大
法
学
』
四
五
巻
三
・
四
号	

平
成　

七
年
一
〇
月

「
改
革
後
ロ
シ
ア
の
ゼ
ム
ス
ト
ヴ
ォ
と
立
憲
主
義
─
一
八
六
五-

一
八
八
二
年
─
」『
阪
大
法
学
』
四
六
巻
四
号	

平
成　

八
年
一
〇
月

「
近
代
ロ
シ
ア
に
お
け
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
宗
教
政
策	

─
ロ
シ
ア
帝
国
に
お
け
る
福
音
主
義
的
セ
ク
ト
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て
─
」『
ロ
シ
ア
史
研
究
』
六
四
号	

平
成
一
一
年　

四
月
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「
帝
国
の
時
代
に
お
け
る
リ
ー
ジ
ョ
ン
と
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
─
ロ
シ
ア
・
メ
ノ
ナ
イ
ト
の
カ
ナ
ダ
移
住
を
手
が
か
り
に
し
て
─
」	

『
年
報
政
治
学2007-Ⅱ

　

排
除
と
包
摂
の
政
治
学
』	

平
成
一
九
年
一
二
月

「
帝
国
の
時
代
に
お
け
る
移
民
問
題
と
黄
禍
論
─
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
同
化
に
関
す
る
比
較
史
的
研
究
の
た
め
の	

予
備
的
考
察
─
」『
阪
大
法
学
』
五
八
巻
三
・
四
号	

平
成
二
〇
年
一
一
月

「
汎
ス
ラ
ヴ
主
義
と
露
土
戦
争
─
大
改
革
後
ロ
シ
ア
の
保
守
的
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
お
け
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の	

諸
相
─
」『
阪
大
法
学
』
五
九
巻
三
・
四
号	

平
成
二
一
年
一
一
月

「
東
清
鉄
道
の
敷
設
と
露
清
国
境
─
ド
ゥ
ホ
フ
ス
コ
イ
総
督
の
ロ
シ
ア
極
東
観
を
中
心
に
─
」	

『
阪
大
法
学
』
六
一
巻
三
・
四
号	

平
成
二
三
年
一
一
月

О
 модернизации и ее национальной специфике. // Российская история.  №

 4.	

平
成
二
五
年　

四
月

「
北
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
行
政
制
度
の
整
備
と
『
日
本
の
経
験
』」『
阪
大
法
学
』
六
三
巻
三
・
四
号	

平
成
二
五
年
一
一
月

“Tw
enty Y

ears of the Russian Constitution: Constitutionalism
 and Local Self-Governm

ent,

” 	
O

saka U
niversity Law

 R
eview

, N
o. 61.	

平
成
二
六
年　

二
月

「
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
三
世
と
そ
の
時
代
─
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
国
家
統
治
の
間
で
─
」『
ロ
シ
ア
史
研
究
』
九
四
号	

平
成
二
六
年　

五
月

「
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
法
分
野
の
相
互
理
解
と
日
本
の
役
割
」『
阪
大
法
学
』
六
四
巻
三
・
四
号	

平
成
二
六
年
一
一
月

「
ロ
シ
ア
革
命
と
ク
ロ
ポ
ト
キ
ン
」『С

евер

（
セ
ー
ヴ
ェ
ル
）』
三
四
号	

平
成
三
〇
年　

三
月

「
ヴ
ィ
ッ
テ
蔵
相
期
ロ
シ
ア
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
と
中
国
問
題
─
『
ノ
ー
ヴ
ォ
エ
・
ヴ
レ
ー
ミ
ャ
』
と	

『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
通
報
』
の
論
調
を
中
心
と
し
て
─
」『
阪
大
法
学
』
六
七
巻
六
号	

平
成
三
〇
年　

三
月

「
社
会
的
排
除
の
抑
制
と
公
私
協
働
─
福
祉
施
策
の
前
提
に
関
す
る
日
米
の
比
較
可
能
性
を
め
ぐ
っ
て
─
」	

『
日
本
と
ブ
ラ
ジ
ル
か
ら
み
た
比
較
法
（
二
宮
正
人
先
生
古
稀
記
念
）』
信
山
社�

令
和　

元
年　

七
月

Ⅲ　

学
会
報
告
等

「
近
代
ロ
シ
ア
思
想
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
日
本
政
治
学
会
（
新
潟
大
学
）
報
告	

昭
和
五
九
年
一
〇
月

「
農
奴
制
の
廃
止
と
自
由
主
義
」
ロ
シ
ア
史
研
究
会
大
会
（
法
政
大
学
）
報
告	

昭
和
六
二
年
一
〇
月
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政
治
思
想
研
究
会　

研
究
会
テ
ー
マ
「
政
治
思
想
に
お
け
る
非
正
統
的
伝
統
」（
慶
應
義
塾
大
学
）
報
告	

平
成　

四
年　

五
月

「
大
改
革
の
時
代
に
お
け
る
貴
族
及
び
貴
族
主
義
」
ロ
シ
ア
史
研
究
会
大
会
（
慶
應
義
塾
大
学
）
報
告	

平
成　

五
年
一
〇
月

“Land-ow
ning N

obles and Zem
stvo institutions: T

he Post-Reform
 Estate System

 in Political Perspective,

”	
T

he International Sym
posium

 at the Slavic Research Center

（
北
海
道
大
学
）
報
告	

平
成　

六
年　

七
月

「
ロ
シ
ア
帝
国
の
民
族
政
策
と
宗
教
」
日
本
政
治
学
会
（
國
學
院
大
学
）
報
告	

平
成
一
一
年
一
〇
月

「
黄
禍
論
と
ロ
シ
ア
─
ロ
シ
ア
極
東
朝
鮮
人
問
題
を
手
が
か
り
と
し
て
─
」
ロ
シ
ア
史
研
究
会
大
会	

（
早
稲
田
大
学
）
報
告	

平
成
一
九
年
一
一
月

「
ス
ラ
ヴ
世
界
に
お
け
る
西
と
東
」
二
〇
〇
九
年
度JSSEES

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
秋
田
大
学
）
報
告	

平
成
二
一
年
一
〇
月

「
ド
ゥ
ホ
フ
ス
コ
イ
総
督
期
に
お
け
る
ロ
シ
ア
統
治
の
諸
問
題
─
満
洲
に
お
け
る
鉄
道
敷
設
の
問
題
を
中
心
に
─
」	

第
五
回
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
現
代
中
国
と
東
ア
ジ
ア
の
新
環
境
─
百
年
中
国
と
周
辺
地
域
」（
内
蒙
古
大
学
）
報
告	

	

平
成
二
三
年　

八
月

「
公
法
分
野
の
法
整
備
支
援
」
第
二
回
比
較
法
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
長
春
理
工
大
学
）
報
告	

平
成
二
四
年　

七
月

国
際
セ
ミ
ナ
ー
「
北
東
ア
ジ
ア
の
自
治
─
課
題
と
展
望
─
」（
大
阪
大
学
）
問
題
提
起	

平
成
二
五
年　

三
月

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
多
文
化
共
生
時
代
の
法
と
言
語
」（
大
阪
大
学
）
問
題
提
起	

平
成
二
五
年　

九
月

「
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
3
世
と
そ
の
時
代
」
ロ
シ
ア
史
研
究
会
大
会
（
明
治
大
学
）
報
告	

平
成
二
五
年
一
〇
月

「
19
世
紀
末
ロ
シ
ア
の
中
国
認
識
と
義
和
団
の
乱
」
第
九
回
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム	

「
現
代
中
国
と
東
ア
ジ
ア
の
新
環
境
─
百
年
中
国
と
周
辺
地
域
」（
吉
林
師
範
大
学
）
報
告	

平
成
二
七
年
一
二
月

「
ロ
シ
ア
の
公
的
部
門
に
お
け
る
法
律
専
門
家
」	

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
公
的
部
門
に
お
け
る
法
の
担
い
手
の
あ
り
方
と
行
政
法
・
行
政
法
学
」（
大
阪
大
学
）
報
告	

平
成
二
九
年　

二
月

「
明
治
維
新
と
大
改
革
─
比
較
の
可
能
性
と
西
欧
─
」
ロ
シ
ア
史
研
究
会
大
会
（
首
都
大
学
東
京
）
報
告	

平
成
三
〇
年
一
〇
月

Ⅳ　

翻
訳

Ｉ
・
バ
ー
リ
ン
「
注
目
す
べ
き
一
〇
年
間
」『
ロ
マ
ン
主
義
と
政
治
（
バ
ー
リ
ン
選
集
3
）』
岩
波
書
店	

昭
和
五
九
年　

九
月
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メ
ル
ヴ
ィ
ン
・
リ
ク
タ
ー
「
専
制
政
治
」『
法
・
契
約
・
権
力
』
平
凡
社	

昭
和
六
二
年　

七
月

Ⅴ　

そ
の
他

「A
bbott Gleason, Y

oung R
ussia: T

he G
enesis of R

ussian R
adicalism

 in 1860s 	
（N

ew
 Y

ork: T
he V

iking Press, 1980, xiv+437pp.

）」（
書
評
）『
国
家
学
会
雑
誌
』
九
四
巻
七
・
八
号	

昭
和
五
六
年　

七
月

「
近
代
ロ
シ
ア
思
想
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
─
初
期
ス
ラ
ヴ
派
思
想
の
継
承
と
展
開
─
」（
学
会
報
告
の
要
旨
）	

『
年
報
政
治
学1985

』	

昭
和
六
一
年　

三
月

「『
専
制
政
治
』
に
つ
い
て
」（
翻
訳
の
解
説
）	

昭
和
六
二
年　

七
月

“Debate,

” in: T
akayuki Ito （ed.), T

he W
orld Confronts Perestroika: T

he Challenge to E
ast A

sia.	
Sapporo: Slavic Research Center.		



平
成　

三
年

“Com
m

ent,

” in: O
sam

u Ieda （ed.), N
ew

 O
rder in Post-Com

m
unist E

urasia. 	
Sapporo: Slavic Research Center.		



平
成　

五
年

“SU
GIU

RA
 Shuichi, R

osia Jiyushugi no Seiji Shiso （Political Philosophies of R
ussian Liberalism

) 	

（T
okyo: M

iraisha, 1999). 363 pp.,
” Japanese Slavic and E

ast E
uropean Studies, vol. 20.

（
書
評
）	

平
成
一
一
年　

三
月

「M
ary Schaeffer Conroy （ed.), E

m
erging D

em
ocracy in Late Im

perial R
ussia: Case Studies on 	

Local Self-G
overnm

ent （the Zem
stvos), State D

um
a E

lections, the T
sarist G

overnm
ent, and the 	

State Council before and during W
orld W

ar I
」（
書
評
）『
ロ
シ
ア
史
研
究
』
六
六
号	

平
成
一
二
年　

四
月

「
近
代
ロ
シ
ア
に
お
け
る
自
由
主
義
の
諸
問
題
─
杉
浦
秀
一
著
『
ロ
シ
ア
自
由
主
義
の
政
治
思
想
』
を
読
ん
で
─
」	

（
書
評
）『
史
学
雑
誌
』
一
〇
九
編
九
号	

平
成
一
二
年　

九
月

「
比
較
の
な
か
の
近
代
ロ
シ
ア
」『
Ｕ
Ｐ
』
二
九
巻
一
〇
号	

平
成
一
二
年
一
〇
月

“NA
K

A
M

U
RA

, Y
oshikazu, Buki o yake: R

osia no heiw
ashugisha tachi no kiseki （Burn A

rm
s: 	

T
he T

rack of R
ussian Pacifists). Y

am
akaw

a shuppansha, 2002. 198pp.,
” Japanese Slavic 	

and E
ast E

uropean Studies, vol. 23.

（
書
評
）	

平
成
一
五
年　

五
月
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「
高
橋
一
彦
著
『
帝
政
ロ
シ
ア
司
法
制
度
史
研
究
─
司
法
改
革
と
そ
の
時
代
─
』」（
書
評
）『
史
学
雑
誌
』
一
一
一
編
七
号	

平
成
一
四
年　

七
月

「
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
1
世
」『
歴
史
学
事
典
』
第
一
二
巻
（
弘
文
堂
）	

平
成
一
七
年　

三
月

「
豊
川
浩
一
『
ロ
シ
ア
帝
国
民
族
統
合
史
の
研
究
─
植
民
政
策
と
バ
シ
キ
ー
ル
人
─
』」	

（
書
評
）『
西
洋
史
学
』
二
二
五
号	

平
成
一
九
年　

六
月

「
橋
本
伸
也
『
帝
国
・
身
分
・
学
校
─
帝
制
期
に
お
け
る
教
育
の
社
会
文
化
史
』」（
書
評
）『
ロ
シ
ア
史
研
究
』
八
七
号	

	

平
成
二
二
年
一
二
月

「
鶴
見
太
郎
『
ロ
シ
ア
・
シ
オ
ニ
ズ
ム
の
想
像
力
：
ユ
ダ
ヤ
人
・
帝
国
・
パ
レ
ス
チ
ナ
』」（
書
評
）	

『
ロ
シ
ア
史
研
究
』
九
〇
号	

平
成
二
四
年
一
二
月

科
研
基
盤
研
究
Ｂ
中
間
報
告
書
「
公
文
書
管
理
法
制
の
比
較
法
政
史　

デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
編
」	

平
成
二
五
年　

三
月

科
研
基
盤
研
究
Ｂ
成
果
報
告
書
「
公
文
書
管
理
法
制
の
比
較
法
政
史　

分
析
編
」	

平
成
二
六
年　

三
月

科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
Ａ
成
果
報
告
書
（
編
集
）「
高
度
法
情
報
発
信
の
た
め
の
多
言
語
情
報
の	

最
適
組
み
合
わ
せ
に
関
す
る
研
究
」	

平
成
二
六
年　

三
月

「
牡
丹
江
市
と
そ
の
周
辺
」『С

евер

（
セ
ー
ヴ
ェ
ル
）』
三
〇
号	

平
成
二
六
年　

三
月

「
満
洲
里
、
ジ
ャ
ラ
イ
ノ
ー
ル
、
フ
ル
ン
湖
」『С

евер
（
セ
ー
ヴ
ェ
ル
）』
三
三
号	

平
成
二
九
年　

三
月
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